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請と共に変化してきた。換言すれば開発経済学は、開発途上国の のあり方に規定されて、拡大してき のである。とするならば 今後の開発途上国が直面する課題を先取りすることが、未来の開発経済学に求められる。
未来の開発経済学　
近未来において、国際開発はどのよ




























第一〇章・貧困削減戦略 高橋和志第一一章・政府開発援助（山形辰史） 、第一二章・農村金融（塚田和也） 、第一三章・マクロ経済安定化（国宗浩三） 、第一四章・経済統合 黒岩郁雄） 、第一五章・環境（小島道一） 、第一六章・障害（森壮也）未来の「開発」とは？「貧困」とは？　
交通手段の発達により、緊急支援物
資が届きやすくなったので、現代ではどんな開発途上国においても 慢性的栄養失調はあるにせよ、飢饉は減っている。一方、多くの貧困層は、生活の必要に迫られて、日本の携帯電話にさえないような送金機能の付いた携帯電話を持っている。これらに象徴されるように、開発途上国の「貧困」 姿は、昔と今では異なっている。貧困の実相が異なれば、それに対処する 開発の有り様も異なって当然であ　
現代の貧困とは何か、現代の開発と
は何か、といった問い 対する編者らの見方を、本書に込めたつもりである。これらの貧困・開発の視角がいつまで通用するのか、見極めていき い。（やまがた
　
たつふみ／アジア経済研
究所
　
国際交流・研修室）
